
COVID-19パンデミックは日々の生活習慣の在り様が糖尿病の予防や進展阻止に及ぼすインパクト
の大きさを改めて教えてくれました。通勤・仕事に伴う歩行数の減少や在宅時間の延長による
過食・間食の増加などで血糖コントロールが悪化したケースが散見される一方、3回の食事を自宅で
規則的に摂取し、外食回数が減ったことで血糖コントロールが改善したケースも一定の割合で観察
され、ステイ・ホーム環境における糖尿病診療における新たな問題点が種々、浮き彫りになってきま
した。本講演では軽症段階から進行期に到る幅広い2型糖尿病の病態において高い有用性が認め
られるメトホルミンとDPP-4阻害剤のコンビネーション治療を中心に、メトホルミンの新たな作用
機構の解明、新しい生活様式が求められるwithコロナ時代の糖尿病診療をめぐる最近のトピックス
を御紹介出来ればと思います。

主 催   大日本住友製薬株式会社

ご視聴には、「大日本住友製薬 医療関係者向けサイト」で会員登録が必要となります。
弊社医療関係者向けサイトの会員でない方は、是非この機会に会員登録をお願い致します。
まずは、 医療関係者向けサイトTOPページ へアクセスしてください。 登録方法は裏面をご覧ください。

メトホルミンと
DPP-4阻害剤のハーモニー
～新たな作用機構の解明・
新常態の糖尿病診療における期待～

糖尿病ライブ配信講演会のご案内
終了までに視聴開始ボタンから参加いただければ、ご講演の最初にさかのぼって視聴することも可能です。

ご略歴

エクメット
5周年

演 者 益崎 裕章 先生
琉球大学 大学院 医学研究科 
内分泌代謝・血液・膠原病 内科学講座（第二内科） 教授

2020年12月8日（火）18：30 ～19：10

1989年 3月 京都大学 医学部 卒業
1996年 3月 京都大学 大学院 医学研究科 博士課程修了、医学博士（分子医学専攻）
1999年 10月 京都大学 医学部 第二内科 助手
2000年 4月 ハーバード大学 医学部 招聘博士研究員・客員助教授

（Co：医学部長Jeffrey Flier教授）
2008年 7月 京都大学 内分泌代謝内科（旧 第二内科）講師
2009年 10月 琉球大学 大学院 医学研究科 内分泌代謝・血液・膠原病 

内科学講座（第二内科） 教授
2014年 1月 琉球大学 医学部 附属病院 副病院長 併任・

栄養管理部長・総合診療センター長 併任
2015年 4月 琉球大学 医学部 副医学部長 併任
2016年 10月 寄附講座『糖尿病とがん 病態解析学講座』教授 併任



ライブ配信講演会一覧ページが表示されますので参加する講演会の
「ライブ配信を視聴する」をクリック下さい。

① 医療関係者向けサイトトップページより「ライブ配信講演会」バナーをクリックします。
② 一覧ページが表示されますので参加する講演会の「ライブ配信を視聴する」をクリック下さい。

※未ログインの場合はこちらにメールアドレスと
　パスワードをご入力ください。

※開始30分前になりましたら視聴開始可能になります。

「新規会員登録」をクリック頂くと会員規約が表示されます。
規約にご同意頂けましたら、登録画面の必要事項をご入力下さい。

ライブ配信講演会当日に
開催ご案内メールをお届け致します。
開催を忘れないためにもご予約をお奨め致します。
また予約頂いた方は事前質問を送る事も可能です。
（事前質問不可のライブ配信講演会もございます）

事前に「視聴を予約する」を頂いた方へ

参加するためには大日本住友製薬 医療関係者向けサイトの
会員登録が必要です。
まだ会員登録がお済みでない方は、先ずは会員登録を
お願い致します。

①① ②②
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